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集中
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衛星＆CATVで
はじめる

最速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

今までインターネットに接続する方法といえばプロバイ
ダーへのダイアルアップ接続がメインだった。しかし、
どんなに頑張ってもたった128Kbpsしか出ない。高
速な通信環境を手に入れようとすると、専用線を選ぶ
しかなかったが、個人で契約するにはあまりにも高額
だ。これを一気に解決してくれるのが衛星やCATVを
使ったインターネット接続サービスだ。数千円という安
価な料金で数百Kbps以上の高速通信が手に入るの
だ。もうこれはつなぐしかない！
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Photo:Nakamura Tohru

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1998/12 231

通信衛星やCATVのインターネットを選ぶ理

由はまずなんといってもその通信速度にある。

ダイアルアップ接続では普通どんなに頑張っ

てもISDN1回線でBチャンネルを2つ束ねて

128Kbpsという通信速度が限界だ。

それに比べて通信衛星を使ったインターネッ

衛星＆CATVインターネットにする
理由はこれだ

ト接続では1Mbpsという高額な専用線並みの通

信速度がでる（ただしこれは下り回線だけ。詳

しくは後述）。

CATVのインターネット接続サービスはサービ

ス提供会社によって通信速度にバラツキがある

が、多くの場合CATV網内では10Mbpsの通信

速度になる。実際にインター

ネットに接続するとこれほど

の速度はでないが、理論的には

数Mbps、実測でもダイアル

アップ接続の2倍以上の通信

速度は見込める。

このように、通信衛星も

CATVも今までダイアルアッ

プでインターネットに接続し

ていた人にとっては驚異的な

通信速度に感じるはずだ。

通信衛星やCATVを使ったインターネット接

続サービスの通信速度がとても速いことは理解

していただけたはずだ。では一体料金はどうなの

だろうか。

まず通信衛星を使ったインターネット接続サ

ービスの利用料金を考えてみよう。現在個人で

利用できるサービスは2社あるが、いずれも利用

料金は月額5000円程度だ。1社はサービス開始

時期は定額料金で使い放題となっている。また、

もう1社はパケットによる従量課金制となってい

て、一定料金で5Gバイトまで使い放題でそれ以

上は従量課金となる。5Gバイトというデータを

考えてみると、アサヒ・コムのトップページが約

60Kバイトなので、8万ページ以上が見られる計

算になる。また、ネットスケープコミュニケータ

ーのインストーラーが15Mバイトなので、300本

以上がダウンロードできる計算だ。これはほぼ使

い放題といっても過言ではない。仮に500Kbps

の速度でフルにデータをダウンロードしたとして

も20時間以上利用できる計算だ。

詳しくは後述するが、気をつけて欲しいのは

通信衛星を使ったインターネット接続サービス

の場合、既存のプロバイダーへのダイアルアップ

接続も併用しなければならないことだ。つまり、

料金としては通信衛星への料金＋プロバイダー

のダイアルアップ接続料金＋電話料金というこ

とになる。したがってダイアルアップ接続に月額

5000円前後を多めに払って高速な通信環境を

手に入れようというのが、通信衛星を使ったイ

ンターネット接続サービスなのだ。

CATV網を使ったインターネット接続サービ

スの場合はなんといっても電話料金が一切不要

というところが料金の面で最も大きいメリット

だ。CATVインターネットのサービス提供会社

の半分は定額料金制となっていて月額5000円

から1万円ぐらいの範囲となっている。現在のプ

ロバイダーの料金から考えると多少割高だが、使

い放題で電話料金が不要ならばこの料金はとて

も安いはずだ、しかも高速に通信できるという

大前提がある。

サービス提供会社の残り半分は時間による従

量課金制となっている。この場合は詳しく比較

検討してみない限りオトクかどうかはわからない

が、高速な通信環境をどうしても手に入れたい

人にはおすすめだ。

料金については236ページの表を参考にして

ほしい。

通信衛星やCATVのインターネット接続サービスの利点は高速な通信環
境を手に入れられるところにある。では、本当にこれがオトクなサービスな
のだろうか。サービスを利用したくても高額なサービスであれば財布の中
身が気になるところだ。そこで、これらのサービスの料金を今までのダイ
アルアップ接続と比べてみる。

通信速度をフルに使ってデー
タを受信した場合を想定し、
受信データ量と時間との関係
を割り出した。月額を比較す
ると通信衛星インターネット
を使った場合のほうが料金は
高く付くが、同量のデータを
受信するのに通信衛星を使っ
たほうがはるかに時間を短縮
できる。

ここでは20時間インターネットに接続した場合、定額料金制
のCATVインターネットと同料金制のプロバイダーへのダイア
ルアップにかかる料金を比較した（電話料金は3分 10円）。
20時間の利用ならばほぼ同程度の利用料金になるが、さらに
利用時間が長ければ差は広がり、CATVインターネットのほう
が確実に安くなる（ただしテレホーダイなどのサービスは考慮
していない）。

ISDN回線より数倍速い
紫色は各インフラの通信速度の幅を表している
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通信速度はダイアルアップ接続の倍以上！

通信衛星なら料金は月額プラス数千円！
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ダイアルアップ接続を速くする
ハイブリッドなサービス

通信衛星（CS）を使ったインターネットアク

セスはインターネットアクセスの下り部分（つま

り、インターネット側からユーザー側への通信）

だけに通信衛星からの電波を使い、高速な通信

を実現するものだ。通信衛星からの電波の受信

はパラボラアンテナを使う。CATVを使ったサー

ビスやOCNのように特定の地域に限定されるこ

とがなく、衛星を見通せる位置にアンテナを設

置できさえすれば、日本全国（実際の衛星のサ

ービスエリアはもっと大きく、太平洋上にある

ものでは、日本とアメリカ間の中継も可能）ど

こでも利用できる。

通信衛星から地上へ向けた電波（ダウンリン

ク）の受信は簡単にできるものの、地上から通

信衛星への送信（アップリンク）は大出力が必

要で簡単にはできない。そのため、通信衛星に

よるインターネットアクセスサービスでは、上り

部分（ユーザー側からインターネット側への通

信）には既存のプロバイダーに電話回線を使っ

てダイアルアップ接続したルートを利用すること

になる。

多くの場合、WWWのアクセスのようにユー

ザー側から送るデータ量はあまり多くなく、イン

ターネット側から受け取るデータ量のほうが多い

ため、上り部分がアナログモデムによる接続で

も、十分高速にインターネットでの通信ができ

る仕組みだ。つまり、今までダイアルアップ接

続していた人に、通信衛星を使ったインターネ

ット接続サービスを組み合わせて下りだけさらに

高速な回線を提供しようというプラスアルファ

のサービスだといえる。

通信速度は400K～1Mbps

一般的な通信衛星を使うインターネットアク

セスの構成は図1のようになっている。上りと下

りで違う経路を通る必要があるため、実際には、

もっと複雑な仕組みになっていて、サービスを行

う会社が採用しているシステムにより違いがあ

る。

通信衛星を使ったインターネット接続は受信

者が同じデータを同時に受信するいわゆるデー

タ放送（ビットキャストやアダムスなど）とは違

い、受信側は固有のアドレスを持っており、電

波の中からそのアドレス宛てのデータだけを取り

これまでのインターネット接続はおもに電話の回線を使ってISDNでも最高128Kbps
という速度だった。しかし、あらたに登場した通信衛星を使ったインターネット接続サー
ビスを利用すれば数百Kbpsという通信速度が個人でも手に入れられる。そこで、ここで
は通信衛星インターネットの技術的な仕組みとサービス内容について解説しよう。

電話線・専用線接続と
ここが違う

出す。これによってユーザーごとに個々の通信が

できる仕組みとなっている。

通信衛星にはトランスポンダーと呼ばれる電

波の中継装置があり、地上からの電波を受信し、

周波数を変換して送り返す（図2）。この中継装

置は周波数分割や時分割などを使い、複数の通

信を同時に行う。一般に通信衛星を使ったイン

ターネット接続ではこのトランスポンダーの一部

の帯域を使い、それをさらに複数の利用者で共

有して使う。このため、インターネット接続サ

ービス全体では数十～数百Mbpsの帯域がある

が、ユーザー1人の通信については最大数百

Kbps～数Mbpsの割り当てとなる。これも通常

のプロバイダーと同様にユーザーが多ければ、帯

域の割り当ては小さくなるが、トランスポンダー

に対する割り当てを拡大するなどして、帯域を

拡大するこもでき、ある程度の拡張性は持って

いる。

今までは企業向けサービスがメイン

通信衛星による通信は、従来まで高額なもの

であったので、その利用は企業などに限られて

[通信衛星編]
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図2 通信衛星インターネットの仕組み図1通信衛星インターネットの全体図
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いた。というのは、帯域を細かく分割すること

が難しかったからである。

そのため、多くのサービスでは基本は法人向

けで、インターネット接続だけでなく、全国の

支店への同報通信などのサービスを同時に行っ

ているところもある。

こうしたサービスを行っているところすべてが

自社の通信衛星でサービスを運用しているので

はなく、通信衛星を所有する企業から帯域の一

部を借りて運用を行っている。このため、借り

ている側は回線の利用効率を上げる必要があり、

また、より多く借りたほうが一定帯域あたりの

コストが下がる。個人利用を可能にする技術

（一定帯域の通信の中から、自分宛てのものの

みを選択して取り出すシステム）と、こうした

背景の中で登場したのが個人向けのサービスな

のである。

高速回線が手に入る
個人向けサービス

現在行われている個人向けの通信衛星を使っ

たインターネット接続サービスには、ダイレクト

インターネットの「DirecPCターボインターネッ

ト・エコノミーサービス」とNTTサテライトシ

ステムの「メガウェーブ」がある（メガウェーブ

は12月からサービス開始の予定）。

どちらも、通信衛星用のパラボラアンテナと

ウィンドウズのデスクトップコンピュータに装着

する専用ボードを使い、上り側の回線として既

存のプロバイダーを併用する形である。残念な

がら現在のところマッキントッシュ用のボードは

出ていないので利用できない。

DirecPCターボインターネットで使われる通

信衛星は太平洋上にあるPAS-2号（パンナムサ

ット社）を使う。この通信衛星は日本のディレ

クTVがテレビ放送用に使っているものではない

ので、ディレクTVとDirecPCシステムでアンテ

ナを共有できない。メガウェーブはスカイパーフ

ェクTV！と同じJCSAT-4（日本サテライトシ

ステムズ社）という通信衛星を使っているので、

すでにスカイパーフェクTV！用のアンテナがあ

れば、専用のボードを用意するだけでそのままサ

ービスを利用できる。

通信速度はDirecPCターボインターネットで

400Kbsp、メガウェーブで500Kbps～1Mbps

とダイアルアップ接続では絶対に手に入らない

ものを提供している。

ほぼ無制限に使える料金体系

個人向けサービスのDirecPCターボインター

ネットでは料金体系はダウンロードしたデータ量

に応じて課金するシステムとなっていて、1か月

あたり5000Mバイト（5Gバイト）までは使い

放題となっている。通信速度がほぼ400Kbpsな

ので、この通信速度でフルにデータをダウンロー

ドしたとすると単純計算で28時間弱となる。時

間に換算すると一見少ないようだが、冒頭でも

述べたとおり、500Mバイトはかなりのデータ量

だ。大量のデータをダウンロードし続けない限

り、事実上無制限といっても過言ではないだろ

う。またメガウェーブではサービス開始から来年

6月までは無制限に使えるようになっている。

各社の料金に関しては、以下の表を参考にし

て欲しい。月額費用のほかに初期費用もかかる

ことを考慮しておこう。

個人ユーザー向け通信衛星インターネット接続サービス

企業ユーザー向け通信衛星インターネット接続サービス

※1 初期設定によって料金が異なる
※2 専用ボードとアンテナのセット（DirecPCアクセスキット）
※3 専用ボードとアンテナのセット。6万円のセットでは専用ボードにスカイパーフェクTV！のチューナー機能が付いている。

サービス提供企業 サービス名 特徴 料金体系 下りの速度 初期費用

ダイレクトインターネット

DirecPCターボインター

ネット・エコノミーサー

ビス（個人契約向け）

システムとしてターボインターネットの法人契約向けと同じだが料金体

系が異なり、低料金となっている。

月額5500円（5000MB）

＋超過分60円/MB
400Kbps

49,800円
※2

NTTサテライトシステムズ メガウェーブ

スカイパーフェクTV！と共有できるシステムを使ったインターネット接続

サービス。現在スカイパーフェクTV！に加入していれば、専用のボード

を用意するだけでサービスが受けられる。今年12月よりサービス開始。

サービス開始時期は固定料金制だが、1999年7月より従量制に移行予定。

月額4000円（無制限） 500Kbps～1Mbps
約3万円、

約6万円 ※3

サービス提供企業 サービス名 特徴 料金体系 下りの速度 初期費用

ダイレクトインターネット

DirecPCターボインター

ネット・エコノミーサー

ビス（法人契約向け）

例／月額5500円（150MB）

＋超過分60円/MB ※1
400Kbps 49,800円 ※2

NTTサテライトシステムズ メガウェーブプロ－ IP

通信衛星としてJCSATやN-STARを使ったIPデータ伝送サービス。企業

内イントラネットやエクストラネット、会員向けサービスなどの利用を目

的としている。このほかの企業向けサービスとして映像伝送サービスな

ども用意している。

例 ※1

月額28万円 64Kbps

月額200万円 256Kbps

月額370万円 1Mbps

例 ※1ターボインターネット&イントラネット

12万円＋

800円×

受信機数

宇宙通信 DirecPC

スーパーバードを所有する宇宙通信（株）によるサービス。DirecPCシステ

ムを使ったパッケージデリバリサービス、マルチメディアデータパイプサ

ービス、ターボイントラネット&インターネットサービスなとがある。
月額16万円（1000MB）

+超過分160円／MB
400Kbps

12万円

インターネット接続サービスとしてターボインターネットサービスという

DirecPCのシステムを使ったものがある。このサービスでは、下りの通信

衛星とてしてPAS-2号を使う。このほか、パッケージデリバリーという一

斉同報のためのパケット伝送サービス（標準3Mbps）などがある。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



234 INTERNET magazine 1998/12

ダイアルアップ接続より十分高速

CATVの回線を使ったインターネット接続サ

ービスは、電話回線を使ったダイアルアップ接

続に比べて高速に通信できる方法として注目を

集めている。

衛星サービスとは違い、上り下りどちらの方

向の通信もCATVの回線を利用するため、電話

代は不要となる。通信速度は最大で10Mbpsと

いった高速での通信が可能であるとされている

が、実際にはCATVからインターネットに接続

している回線が1.5～3Mbps程度なので、この

部分がボトルネックになる。しかし、ISDNなど

に比べれば十分に速い速度での通信が期待でき

る。また、インターネットアクセスの特性を考え

て、下り方向の転送レートを高くする非対称型

の通信速度でのサービスを提供している場合も

ある。CATVの回線を使った双方向通信には、

インターネット接続以外に電話回線として利用

するといったほかのサービスも行える可能性を持

っている。

ただし、国内では規制が緩和されたものの、

一地域に1つのCATV局しかないというのが普通

で、しかもすべてのCATV局がインターネット接

続サービスを行っているわけではない。このため、

インターネット接続サービスを行っているCATV

局のサービスエリアにいないとサービスを受けら

れない。また、双方向通信を可能にするために

特殊な接続となるため、あとから配線を引き直

すことが困難なマンションなどの集合住宅では、

利用できないことがある。

ケーブルモデムの仕組み

CATVを使ったインターネット接続では、各

家庭まで来ているCATVの同軸ケーブルに「ケ

ーブルモデム」と呼ばれる機器を接続し、それ

にコンピュータを接続する。この接続にはイーサ

ネットの10Base-Tケーブルが使われることが多

い。このため、コンピュータ側にはイーサネット

カードが必要となる。センター側にはケーブルル

ーターまたはコントローラーと呼ばれる機器があ

り、ケーブル側とCATV局内のインターネット

電話代不要で高速通信というのが、CATVを使ったインターネット接続サービスの特徴
だ。電話代を気にしながらのこれまでのダイアルアップ接続に比べればまさに夢のような
サービスだが、実際にはどのようなサービスなのだろうか。ここではCATVのインターネ
ットサービスについて、技術的な仕組みと特徴について解説する。

電話線・専用線接続と
ここが違う

アクセス用のネットワークで接続している（図

3）。このネットワークが上位のプロバイダやイン

ターネットに接続している。

CATVは同軸ケーブル内に450～550MHz程

度の電波を流し、各チャンネルに6MHzの帯域

を割り当てている。ケーブルモデムはこの中の空

きチャンネル（図4）を使い、センター側のケー

ブルルーターやコントローラーと通信を行う。

ケーブルモデムのシステムには複数の方式があ

り、途中に光ファイバーを使うものなどもある。

ケーブルモデムは機器としては高価で、複数の

方式があるために、方式の違うCATV局のイン

ターネット接続サービスには利用できない。現

在、北米地域を中心にケーブルモデムの方式を

統一しようという動きがある。将来的には利用

者が自由にケーブルモデムを選べるようになるか

もしれないが、現在のところはそこまでには至っ

ていない。このため、CATVによるインターネッ

ト接続サービスではケーブルモデムはCATV会社

からレンタルするようになっていて、インターネ

ット接続料金にはケーブルモデムのレンタル料が

含まれている。

1つのチャンネルは
6MHzの帯域を
持つ

[CATV編]

プロバイダー 

ケーブル 
   モデム 

ケーブル 
ルーター 

ルーター 
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図4 ケーブルテレビが利用する周波数帯域
図3 ケーブルテレビを利用したインターネット接続
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CATVのインターネットサービスはケーブルモ

デムからイーサネットを使って接続するので、基

本的にはパソコンでの利用に限られてしまう。コ

ンピュータ以外のインターネット端末の多くは、

電話線を使ったモデムでの接続にしか対応して

いないため、ケーブルモデムにつないで利用でき

ない。

習志野市のCATVインターネットサービス

「しーぷるねっと習志野」では、ネットワークコ

ンピュータ社のインターネット端末「NCTV」を

契約者に貸し出すサービスを、11月以降に予定

している。NCTVにはイーサネットポートが装備

されているため、

NCTVとケーブルモ

デム、そしてテレビ

だけのシンプルな構

成でインターネット

が利用できるように

なる。また、NCTV

にはテレビ映像を操作するための独自のHTML

タグが用意されており、テレビ映像とウェブコン

テンツを連動して動かせる。これにより、CATV

とインターネットを組み合わせた、さまざまなサ

ービスの提供が期待される。

CATVのインターネットサービスも、通常のプ

ロバイダーと同様に料金体系やサービス内容な

どはCATV会社ごとにそれぞれ異なっている。く

わしくは次ページの料金表を見てほしい。通常

のプロバイダーと同様に従量課金制と定額料金

制があり、従量課金制の場合は接続時間やデー

タ転送量などに応じて課金が発生する。定額料

金制ならば、OCNのような常時接続型のサービ

スと同様に使えそうだが、実際には制約も多い。

割り当てられるIPアドレスがグローバルアドレス

ではなくプライベートアドレスであったり、サー

バーを立てることを禁止している契約になってい

る場合もある。IPアドレスが固定のグローバル

アドレスで、独自のドメイン名も使用できるよ

うなサービスは、企業や法人向けのサービスと

して別の料金体系で提供されている場合が多い。

割り当てられるIPアドレスがプライベートアド

レスの場合、インターネットとの接続はCATV

局に設置されているプロキシーサーバーかアドレ

ス変換装置を経由することになる。このような

場合、WWWやFTPと

いった標準的なプロトコ

ルは問題なく使えるが、

リアルオーディオやネッ

トワークゲームのように

特殊なプロトコルを使っ

たものは利用できない可

能性がある。特殊なアプ

リケーションを使いたい

場合にはCATVインター

ネットのサービス提供者

に確認しておこう。

全国には約700のCATV局があるが、その中

でインターネット接続サービスを提供していると

ころは残念ながらまだまだ少ない。しかし、将来

的にサービス提供を予定しているCATV局も多

く、数年内には多くの地域で利用できるように

なるだろう。自分の住んでいる地域にCATV局

があるなら、インターネットサービスを提供する

予定があるかどうかを聞いてみるのもいいだろう。

CATVの回線でインターネットに接続するた

めには、住宅事情も問題になる。マンションや

アパートなどの集合住宅では、あとからCATV

の配線を敷設するのは困難なため、CATVその

ものに加入できない場合もある。また、すでに

CATVが引かれていたとしても、マンション内の

配線のしかたによっては双方向通信が必要なイ

ンターネット接続サービスを利用できない（図

5）。こうした配線でも使用できるケーブルモデ

ムの開発や、上り回線

には電話線を使用する

サービスの検討も進め

られてはいるが、現在

のところは実際のサービ

スには用いられていな

い。インターネット接続

サービスを利用できる配

線かどうかはCATV局

に問い合わせれば調べ

てもらえるので、契約

の前には必ず確認して

ほしい。

スター型の配線 ケーブルテレビ 

TV

TV

TV

TV

TV

TV

マンション 

デイジーチェーン型の配線 
ケーブルテレビ 

マンション 

TV

TV

TV

TV

TV

TV

。 

  

  プロキシサーバー 
         または 
IPアドレス変換装置 

ケーブルテレビ局 

インターネット 

プライベートアドレス グローバルアドレス 

ケーブル 
   モデム 

 

ケーブル 
 テレビ 

ケーブル 
ルーター 

ルーター 

料金体系とIPアドレスの割り当て方法に注目しよう

CATV敷設時に気をつけよう

図6 プライベートアドレスと
グローバルアドレス

図5 集合住宅の配線

デイジーチェーン型の配線の場合は、インターネット接続サービスを受けられない
可能性がある

CATV網内でのみ有効なプライベートアドレスが割り当てられたマシンは、そのま
まではインターネットに接続できない。インターネットへの接続は、インターネッ
トで有効なグローバルアドレスに変換するためにプロキシーサーバーかIPアドレス
変換装置を経由して行われる。

こんなサービスもある「NCTV」

ケーブルモデムとNCTV、それにテレビだ
けでインターネットが簡単に利用できる
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■各項目の説明
・「初期費用」加入時にCATVに支払う料金。配線等の工事費は含まれていない。
・「最低料金」CATVに払う基本料金。「月額3,300円/4時間/従量」は、4時間までの利用は月額

3,300円で、以降は従量課金になるという意味。
・「従量課金」基本利用時間を超過した場合に発生する料金。固定料金の場合には関係ない。
・「月20H料金」「月50H料金」1か月に20時間、50時間使った場合の金額。ダイアルアップ接続と

比べる場合には、CATVでは電話料金がかからないことも考慮に入れておこう（電話料金は昼間の
市内通話の場合、20時間で4,000円、50時間で10,000円になる）。

CATVインターネット接続業者料金表

ホームページ メールアドレス
サービス名 初期費用 最低料金 従量課金 月20H料金 月50H料金 通信速度 接続可能台数 接続追加料金 容量 追加料金 個数 追加料金

月額5,000円/固定 － － － 64k

OMN 5,000円
月額9,500円/固定 － － － 128k

1 月額1,000円/1台 5MB 月額1,000円/5MB 1 月額200円/1ID
月額17,000円/固定 － － － 192k
月額36,000円/固定 － － － 256k

CNSケーブルインターネット（個） 10,000円
月額4,800円/固定 － － － 64k

1 －
－ －

1 －
月額6,800円/固定 － － － 256k 5MB －

CNSケーブルインターネット（法） 10,000円
月額28,000円/固定 － － － 1.5M 4 － 10MB － 20 －
月額150,000円/固定 － － － 10M 6 － － － － －

ALLNET（ベーシック） 5,000円
月額6,000円/固定 － － － 512k 1 －

10MB 月額1,000円/10MB 4 月額1,000円/4ID
月額9,500円/固定 － － － 4 －
月額15,000円/固定 － － － 1 －

ALLNET（プレミアム） 5,000円 月額20,000円/固定 － － － 1M 4（1固定 IP） － 10MB 月額1,000円/10MB 4 月額1,000円/4ID
月額25,000円/固定 － － － 8（1固定 IP） －

ALLNET（ハイスピード） 5,000円
月額30,000円/固定 － － － 1.5M

無制限（8固定 IP） － － － － －
月額250,000円/固定 － － － 3M

しーぷるねっと習志野（個） 10,000円 月額6,500円/固定 － － － 上り768k、下り30M 1 月額2,000円/1台 10MB 月額1,500円/20MB 1 月額200円/1ID
しーぷるねっと習志野（法） 20,000円 月額9,500円/固定 － － － 上り768k、下り30M 1 月額3,000円/1台 10MB 月額2,000円/20MB 1 月額500円/1ID

東急ケーブルテレビ 20,000円 月額5,200円/固定 － － － 14.3M 1 － 0MB 月額1,000円/10MB 1 －

TCN 5,000円
月額5,300円/固定 － － － 上り32k、下り64k 1 － 5MB － 1 －
月額29,800円/固定 － － － 上り128k、下り256k 8 － 5MB 月額4,500円/50MB 1 月額3,500円/10ID
月額1,400円/従量 17円/分 20,400円 51,000円

CTNインターネット 5,000円
月額3,300円/4時間/従量 15円/分 17,700円 44,700円

8M 1 － 5MB 月額3,000円/5MB 1 －
月額5,700円/10時間/従量 15円/分 14,700円 41,700円
月額8,700円/20時間/従量 13円/分 8,700円 32,100円
月額4,700円/固定 － － － 1 －

TCT インターネット 5,000円 月額7,500円/固定 － － － 上り2M、下り8M 4 － 5MB 月額5,000円/5MB 1 月額3,000円/1ID
月額15,000円/固定 － － － 10 －
月額2,600円/従量 18円/分 24,200円 56,600円

月額4,400円/2.5時間/従量 18円/分 23,300円 55,700円
ケーブルテレビ品川 20,000円 月額6,600円/5時間/従量 18円/分 22,800円 55,200円 10M 1 応相談 5MB 月額3,000円/5MB 1 月額500円/1ID

月額8,400円/10時間/従量 18円/分 19,200円 51,600円
月額13,600円/20時間/従量 18円/分 13,600円 46,000円
月額900円/従量 8円/分 10,500円 24,900円

Parkcity（個・DIタイプ） 30,000円
月額1,860円/4時間/従量 8円/分 9,540円 23,940円

56k 1 － 5MB 月額5,000円/5MB 1 月額1,000円/1ID
月額3,300円/10時間/従量 8円/分 8,100円 22,500円
月額5,700円/20時間/従量 8円/分 5,700円 20,100円
月額3,860円/4時間/従量 18円/分 21,140円 53,540円

Parkcity（個・ IAタイプ） 30,000円
月額7,100円/10時間/従量 18円/分 17,900円 50,300円

10M 1 － 5MB 月額5,000円/5MB 1 月額1,000円/1ID
月額12,500円/20時間/従量 18円/分 12,500円 44,900円

Parkcity（法） 5,000円 月額255,500円/固定 － － － 10M 1 － 5MB 月額5,000円/5MB 1 月額1,000円/1ID
月額3,200円/30MB/従量 50円/1MB － －
月額5,400円/100MB/従量 50円/1MB － －

マイ・テレビ（個） 30,000円 月額8,700円/200MB/従量 50円/1MB － － 8M 128 － 5MB 月額3,000円/5MB 1 月額200円/1ID
月額19,400円/500MB/従量 50円/1MB － －
月額230,000円/固定 － － －
月額2,750円/30MB/従量 25円/1MB － －

日野ケーブルテレビ（個） 2,000円
月額4,350円/150MB/従量 25円/1MB － －

10M 4 － 5MB 月額500円/5MB 1 月額200円/1ID
月額6,900円/350MB/従量 25円/1MB － －
月額10,650円/600MB/従量 25円/1MB － －

日野ケーブルテレビ（法） 2,000円 月額28,700円/固定 － － － 256k 4 － 5MB 月額500円/5MB 1 月額200円/1ID
月額2,900円/4時間/従量 20円/分 22,100円 58,100円

八王子テレメディア 5,000円 月額5,500円/10時間/従量 15円/分 14,500円 41,500円 8M 1 － 5MB 月額1,000円/5MB 1 月額500円/1ID
月額9,500円/30時間/従量 10円/分 9,500円 21,500円

YouTN 25,000円 月額98,000円/固定 － － － 上り2M、下り8M 無制限 － 5MB 月額500円/5MB 1 月額250円/1ID
しーぷるねっと 5,000円 月額6,500円/固定 － － － 上り768k、下り30M 1 月額2,000円/1台 10MB 月額1,500円/20MB 1 月額200円/1ID
CTKインターネット 20,000円 月額5,700円/固定 － － － 上り128k、下り30M 1 － 2MB 月額300円/3MB～ 1 月額500円/1ID

月額4,950円/固定 － － － 64k

CCNet 18,000円
月額8,500円/固定 － － － 128k

無制限 － 5MB 月額1,000円/3MB 1 月額300円/1ID
月額15,600円/固定 － － － 256k
月額86,600円/固定 － － － 1.5M

CityNET 50,000円 月額4,300円/固定 － － － 上り2M、下り8M 1 月額4,300円/1台 5MB 月額300円/1MB 1 月額250円/1ID
5,000円 月額2,700円/固定 － － － 28.8k 1 － 3MB 月額1,000円/1MB 1 月額500円/1ID

Web八尾 20,000円 月額4,200円/固定 － － －
上り2M、下り8M

1 － 3MB 月額1,000円/1MB 1 月額500円/1ID
80,000円 月額49,000円/固定 － － － 16 － 5MB 月額1,000円/1MB 16 月額500円/1ID

i-youねっと
月額34,800円/固定 － － － 128k

無制限 － 0MB 月額500円/10MB 1 月額250円/1ID13,000円
月額57,100円/固定 － － － 192k

Z-LAN 20,000円 月額5,000円/固定 － － － 8M 1 － 5MB 月額3,000円/5MB 1 月額300円/1ID
月額2,900円/従量 20円/分 26,900円 62,900円

CTYインターネットサービス（個） 18,000円
月額4,700円/2時間/従量 20円/分 26,300円 62,300円

1 － 5MB 月額3,000円/5MB 1 月額200円/1ID
月額7,400円/5時間/従量 20円/分 25,400円 61,400円 10M
月額9,500円/10時間/従量 20円/分 21,500円 57,500円

CTYインターネットサービス（法） 月額195,700円/固定 － － － 無制限 － － － － －
チャンネルウェーブあまがさき 14,800円 月額5,900円/固定 － － － 上り768k、下り10M 1 月額2,500円/1台 5MB 月額1,000円/5MB 1 月額500円/1ID
Uネット 10,000円 月額5,000円/固定 － － － 上り2M、下り8M 1 月額1,000円/1台 5MB 月額1,500円/5MB 1 月額500円/1ID
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IPアドレスの割り当て バックボーン（接続先） サービス提供地域 運営組織名 電話番号 ホームページ

○ プライベート固定 ○ ○ 1.5M（ODN） 山形県米沢市、南陽市、東置賜郡高畠町 ㈱ニューメディア米沢 0238-24-2525 http://www.omn.ne.jp/

○ グローバル/DHCP × ×
1.5M（ODN）、1.5M（TTCN） 埼玉県川口市、戸田市、鳩ヶ谷市 ケーブルネット埼玉㈱ 0120-816-344 http://www.cablenet.co.jp/

○ グローバル/DHCP × ×
○ グローバル/固定 ○ ○

○ グローバル/DHCP × ○

○ グローバル/固定 × ○ 1.5M（AT&T）、 千葉県柏市、我孫子市 ㈱タイタス・コミュニケーションズ 0471-69-5000 http://www.allnet.ne.jp/
1.5M（TTCN）

○ グローバル/固定 ○ ○

○ グローバル/DHCP × ×
512k（ODN） 千葉県習志野市 ㈱タウンテレビ習志野 0474-51-8807 http://www.seaple-n.icc.ne.jp/

○ グローバル/DHCP × ×

○ プライベート/DHCP × × 6M（IIJ） ㈱東急ケーブルテレビジョン 045-912-1109 http://www.catv.ne.jp/

○
グローバル/DHCP × ×

1.5M（TTCN） 東京都文京区 東京ケーブルネットワーク㈱ 03-3814-2600 http://www.tcn-catv.co.jp/
グローバル/固定 ○ ○

× プライベート/固定 × × 1M（InfoWeb） 東京都中野区 ㈱シティテレビ中野 0120-889-344 http://www.ctn.co.jp/

× プライベート/DHCP × × 1.5M（ODN） 東京都台東区 ㈱城北ニューメディア 03-5826-7610 http://www.tctv.co.jp/

× プライベート/固定 × × 1.5M（ODN） 東京都品川区 ㈱南東京ケーブルテレビ 03-3788-3893 http://www1.cts.ne.jp/

× グローバル/DHCP × ×

3M（東京インターネット） 東京都武蔵野市、三鷹市 武蔵野三鷹ケーブルテレビ㈱ 0120-508-451 http://www.mmcatv.co.jp/

× グローバル/DHCP × ×

× グローバル/DHCP × ×

○ プライベート/DHCP × × 1.5M（ODN） 東京都立川市、東大和市、国立市、昭島市、武蔵村山市 マイ・テレビ㈱ 042-527-6666 http://www.mytv.co.jp/

○ プライベート/固定 × ×
768k（ODN） 東京都日野市 日野ケーブルテレビ㈱ 0120-87-8812 http://www.hinocatv.ne.jp/

× プライベート/固定 × ×

○ プライベート/固定 × × 1M（InfoWeb） 東京都八王子市 八王子テレメディア㈱ 0120-003292 http://home.htmnet.ne.jp/

○ プライベート/固定 ○ ○ 1.5M（InfoWeb） 横浜市鶴見区、港北区、神奈川区、川崎市川崎区、幸区 YOUテレビ㈱ 045-503-0006 http://www.youtv.co.jp/youth/
○ グローバル/DHCP × × 1.5M（丸紅インターネット） 神奈川県横浜市金沢区 ㈱タウンテレビ金沢 0120-860-599 http://www.seaple.icc.ne.jp/
○ プライベート/固定 × × 非公開（ODN） 神奈川県大和市、座間市、海老名市、綾瀬市、横浜市瀬谷区 ㈱シティテレコムかながわ 0120-86-1237 http://www.ctktv.co.jp/

× グローバル/DHCP ○ ○ 1.5M（TTCN） 山梨県甲府市 ㈱日本ネットワークサービス 0552-51-7111 http://www.nns-catv.co.jp/

○ グローバル/DHCP ○ × 1M（PTOP） 富山県高岡市 高岡ケーブルネットワーク㈱ 0766-26-6900 http://www.tcn.ne.jp/
○ プライベート/DHCP × ×
○ プライベート/DHCP × × 非公開（InfoWeb） 富山県婦負郡八尾町 八尾町 0764-55-9088 http://www.town.yatsuo.toyama.jp/CTY8/
○ プライベート/DHCP × ×

○ グローバル/固定 ○ ○ 768k（ODN） 静岡県熱海市、伊東市、下田市 ㈱伊豆急ケーブルネットワーク 0557-81-1121 http://www.i-younet.ne.jp/

× グローバル/DHCP × × 3M（CTCN） 三重県津市、久居市、河芸町、香良洲町、美杉村、安濃町 津ケーブルテレビ㈱ 059-229-6623 http://www.ztv.co.jp/

○ プライベート/固定 × ×
1.5M（IIJ） 三重県四日市市、三重郡菰野町、三重郡楠野町 ㈱シー・ティー・ワイ 0593-53-6500 http://www.cty.co.jp/

○ グローバル/固定 ○ ○
○ グローバル/DHCP ○ × 1.5M（GAONET） 兵庫県尼崎市 ㈱チャンネルウェーブあまがさき 06-417-1173 http://cwaweb.bai.ne.jp/
○ プライベート/DHCP × × 1.5M（デオデオインターネット） 広島県広島市佐伯区 ㈱ケーブルシティ二十二 082-924-0022 http://www.cc22.ne.jp/

・「通信速度」ケーブルモデムの速度の最大値。あくまでも最大値なので、必ずこの速度で通信がで
きるわけではない。

・「接続可能台数」接続できるコンピュータの台数。
・「接続追加料金」接続するコンピュータを増やす場合の料金。
・「ホームページ容量」基本料金内で利用できるホームページレンタルサービスのディスク容量。
・「ホームページ追加料金」ホームページの容量を追加する場合の料金。
・「メールアドレス個数」基本料金内で利用できるメールアドレスの個数。
・「メールアドレス追加料金」使用するメールアドレスを追加する場合の料金。

・「ネットワーク設定代行」コンピュータやネットワークボードの設定をユーザーの代わりに行ってくれ
るサービスの有無。

・「IPアドレスの割り当て」割り当てられるIPアドレスとその割り当て方式。
・「独自ドメインの使用」独自のドメイン名を使った通信が可能かどうかを表す。
・「サーバー公開の可否」利用者側のコンピュータをサーバーとして外部に公開できるかどうかを表す。
・「バックボーン」インターネットに接続している回線の速度。カッコ内は接続先。
・「サービス提供地域」サービスを利用できる市町村名。

東京都渋谷区、目黒区、大田区、世田谷区、
町田市、神奈川県川崎市宮前区、高津区、
中原区、横浜市青葉区、緑区、港北区

ネットワーク
設定代行

独自ドメイ
ン名の使用

サーバー
公開可否
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使えるのはウィンドウズだけ

DirecPCではパラボラアンテナ（写真1）や

受信ボード（写真2）がセットになったDAK

（DirecPC Adapter Kit）を利用する。今回使っ

たDAKに含まれるボードはISAバス用のものだ。

このDirecPCシステムでは、通信衛星からの

電波のうち、自分宛てのものだけを取り出し、

暗号化された電波の暗号を解除してデータを受

信する。サービス用に確保されている帯域をユ

ーザーすべてで共有するため、平均最大転送レ

ートは400Kbps程度になる。ボードにあらかじ

め割り当ててあるIPアドレスと電波の暗号化を

使い、1つの帯域を多数のユーザーで共有する

のが、DirecPCシステムの特徴である。

インターネットへの上りの回線にはモデムなど

を使って、既存のプロバイダーを経由して経路

を確保する。

モデムによるプロバイダーの接続では、モデム

の管理はDAKで行っており、ダイアルアップネ

ットワークでの設定は利用されない。このため、

一部モデムでは、設定用のATコマンドを入力す

る必要がある。

なお、このDAKはウィンドウズ95/98専用で、

LANで接続したほかのマシンからは利用できな

い。つまり現状では1台のコンピュータという閉

じた環境でしかこのシステムは使えない。

目的のサイトまでは
米国のNOCを経由する

DAKを組み込むと、ボードはウィンドウズか

らはネットワークアダプターのように見える。こ

のドライバー内で、上りパケットをモデム経由で

発信し、下り部分はアンテナからの信号を復調

する。モデムの制御はこのドライバーソフトが行

い、ウィンドウズのダイアルアップネットワーク

とは別に管理される（DAKを使っていないとき

には、ダイアルアップネットワークからモデムを

使うこともできる）。

DirecPCの場合、上りパケットはプロバイダ

ー経由で米国にあるDirecPCのNOC（Network

Operation Center）に向かう。ここでアドレス

を変換して目的のインターネット内のサイトへ上

りパケットが送られる。このときの発信元のIP

アドレスは、DirecPCのNOCのものになってい

るため、下りのパケットはユーザー側ではなく、

NOCのほうへ向かう。

目的のサイトから戻ってきた下りパケットは暗

通信衛星を使ったインターネット接続はどのような手順で行えばいいのだろうか。そこ
で、今回はすでにサービスの始まっているダイレクトインターネットのターボインターネ
ットサービス（DirecPC）を例にとって解説しよう。NTTサテライトコミュニケーショ
ンズのメガウェーブもほとんど同様の手順できるはずだ。

実際に
つないでみよう

号化され、通信衛星のアップリンクへ乗せられ

て各ユーザーへと配信される。

タイムラグは気にならない

DirecPCの場合、国内のWWWサイトにアク

セスすると、上りパケットは日米間を往復し、

下りパケットは米国経由で通信衛星を通って戻

ってくる。このため、場面によっては、タイムラ

グを感じることがある。しかし、TELNETコマ

ンドで押したキーの表示に一瞬間が空く程度で

あり、WWWサイトへのアクセスなどでは、転送

が始まってしまえば通常のダイアルアップ接続に

よるアクセスより速いためタイムラグを感じるこ

とは少ないはずだ。

DirecPCの仕組み

写真2 DAKのボード。内蔵型なのでデスク
トップコンピュータのみに対応している。

写真1 DAKのアンテナ。通常のBSやCSのアンテナ
より多少大きい。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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設置にはDAKのほかにパラボラアンテナ取り

付け金具や同軸ケーブル（BS/CS用）が必要

となる。また、ケーブルの防水のためのビニール

テープなども必要だ。

ボードはプラグアンドプレイに対応しているの

でIRQ（使っているコンピュータのリソース）の

空きがあれば特に問題はないはずだ。

設置の手順はまずDAKのボードをコンピュー

タにインストールし、付属のソフトをインストー

ルしておく。この中にはアンテナ調整用の

Antenna Pointというソフトがあるので、これを

使って（経緯度の情報が必要なため）設置場所

を入力し、アンテナの向きや仰角（上下の向

き）、偏波角度を求めておく（画面1）。アンテ

ナの向きは日本ではほぼ144度（南東と南南東

の間ぐらい）程度になるので、その向きに障害物

がないことが条件となる。そして、アンテナの取

り付け金具を固定し、ポール部分を垂直にする。

Antenna Pointを使って算出される数値で、

NTTサテライトコミュニケーションズのメガウ

ェーブもDirecPCとほぼ同じような手順で設置

できる。DirecPCと決定的に違うのはなんとい

ってもその通信速度だろう。500Kbps～1Mbps

という通信速度を保証しているのはやはり魅力

的だ。NOCからのバックボーンはサービス開始

時は3Mbpsだが、ユーザー数に応じて45Mbps

にまで拡張する予定があるとのことなので、ユー

ザーは快適に通信できるはずだ。

また、スカイパーフェクTV！と同じ通信衛星

を使っているので、アンテナをメガウェーブとス

カイパーフェクTV！で併用できるところにも魅

アンテナの向きと仰角をだいたい合わせておき、

左右に動かせる程度に金具を仮留めしてケーブ

ルを接続する。

Antenna PointのFine Tuneボタンを押すと画

面に通信衛星からの信号の強度がグラフィック

で表示され（画面2）、強度に応じた音が出るよ

うになる。これを見ながら最初に左右の向きを

合わせていくのだが、左右方向では電波の受信

できる範囲は狭く、またソフトの反応が遅いの

で、非常にゆっくりとアンテナを動かして受信強

度が最大になるところを探していく。左右の調

整に比べると上下角や偏波角は受信可能範囲が

広いため調整は簡単だ。

マニュアルどおり平均受信品質が100を超え

れば調整は終了だ。

なお、使っている周波数が高いため、樹木や

手などの障害物があると電波の受信はできなく

なってしまう。アンテナの設置場所には注意し

よう。

検証！ベンチマークで通信衛星インターネットを斬る

かれる。しかも、メガウェーブ用に使われるボー

ドにはスカイパーフェクTV！のチューナーが内

蔵されているものもあるので、コンピュータ1台

でメガウェーブの利用とスカイパーフェクTV！

の視聴が同時にできる（もちろんスカイパーフェ

クTV！のサービスには加入しなけれならない）。

この専用ボードには現在のところソニー製とNEC

製があるが、今後はいくつかのメーカーが参入す

る予定だ。これが現実となれば、価格競争によっ

てかなり低価格で専用ボードを入手できるだろ

う。現在の予価はアンテナ付きで約3万円（メガ

ウェーブのみ）と約6万円（チューナー付き）だ。

画面1
アンテナを設置する場所を選べば、アンテナを向ける
方向が自動的に計算される。

奥がスカイパーフェクTV！チューナー付きメガウェー
ブ用ボード。スカイパーフェクTV！の視聴には専用の
カードリーダーを付けて使用する。手前がメガウェー
ブのみの専用ボード。どちらもPCIバスに対応（ウィン
ドウズ用のみ）。

今回は比較の意味で、ファイルのダウンロード

にかかる時間を測定した。条件を合わせるため

に同一マシンでの測定としたため、時間的には

各テストを順次行い、3回繰り返して平均をとっ

た（ただし、メガウェーブのみマシンは異なる）。

テストは、ネットスケープコミュニケーター

4.06日本語版（約15Mバイト）を米国のネッ

トスケープ社のサーバーからFTPでダウンロード

するこ方法で行った。ベンチマークを行ったの

は、DirecPC、メガウェーブ、OCNエコノミー

（128Kbps）、ISDNダイアルアップ（64Kbps）

の4つの方法で、それぞれ転送にかかる時間を測

定し、平均の転送レートを求めた。

結果としては、DirecPCによる転送では平均

358.3Kbpsと、ほぼ最大転送レートに近い値が

出ている。ファイルのダウンロードに要した時間

は6分弱で、かなり快適だといえる。また、メ

ガウェーブでは平均762.4Kbpsとかなり高速な

転送レートとなった（ダウンロード時間は3分

弱）。ただし、メガウェーブはベンチマーク測定

時はサービス前なのでバックボーン回線を占有で

きたという事情はある。これに対してOCNでは

転送レートは平均で117.8Kbps、ダウンロード

時間は18分程度、ISDNダイアルアップでの転

送レートは57.39Kbpsであり約37分を要した。

結果としては理論値どおりの値がでた。やは

り大きなデータをダウンロードするのに通信衛星

を使ったインターネット接続サービスは向いてい

るようだ。最近のウェブページは画像やショック

ウェーブ、Javaなどを多く使っているため、こ

ういった用途にも向いているといえるだろう。

アンテナの向きに注意しよう

画面2
通信衛星から
の電波の強度
がグラフィカル
に表示される。
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ケーブルモデムにつなぐだけ！

今回は本誌の連載記事「We love Internet

People」でおなじみの入江さん宅にお邪魔して、

東急ケーブルテレビのインターネット接続サービ

スを取材した。

入江さん宅は、ご存じのとおり本誌98年5月

号の記事に触発されて、家庭内に情報配線を引

き込んでいる。この配線には、ISDNといった電

話回線のほかに、映像用CATVケーブルと

CATVケーブルにつながったケーブルモデムから

分配されるイーサネットケーブルが張り巡らされ

ている。このイーサネットケーブルがインターネ

ットの入り口となるわけだ。

もちろんこれから導入しようとしている人に

は、これほど大規模な家庭内配線は必要ない。

CATVを使ったインターネット接続の場合、ケ

ーブルモデムとコンピュータをイーサネットケー

ブルでつなぐだけで、ほぼ作業が済んでしまうと

ころが特徴だ。ケーブルモデムの設置まではすべ

てCATV業者がやってくれるので、導入者には

ケーブルモデムに関する知識はいらない。実際、

入江さんが一番苦労されたのは、今までイーサ

ネットを使ってコンピュータをネットワークに接

続したことがないので、コンピュータにイーサネ

ットカードをインストールしたり、イーサネット

のネットワーク設定をしたりすることだったとい

うことだ。

必要なのはネットワークの設定だけ

最近ではイーサネットポートを標準で持つコ

ンピュータも販売されている。たとえば、iMac

を含むマッキントッシュの最新機種はほとんどイ

ーサネットポートを標準で持っている。ウィンド

ウズマシンでは標準でイーサネットポートを持つ

ものが少ないが、イーサネットカードを購入して

（価格は4000円程度）自分でインストールすれ

ばいい。あとは、イーサーネットケーブルでイー

サネットポートとケーブルモデムとをつなぎ、コ

ントロールパネルでネットワークの設定を行うだ

けだ。

インターネット接続サービスを行っている多く

実際にCATVを使ったインターネット接続はどのように行うのかを解説しよう。ここで
は東急ケーブルテレビのサービスを例にとるが、どのCATVインターネット接続サービ
スも、使っている機器が違うだけでほとんど接続方法に変わりはない。また、ベンチマー
クでダイアルアップ接続との違いも同時に検証してみた。

実際に
つないでみよう

のケーブルテレビ会社では、この設定が難しけ

れば有償で設定してくれるので、初心者で不安

という方はこういったサービスを利用するのもい

いだろう。

入江さん宅のCATVインターネット配線図

入江さん宅では配線を一か所に集中させて
いる。ケーブルモデム（中央右の黒い箱）
をハブ（中央左下）につなぎ、ハブから各
部屋にイーサネットを分配している。

東急ケーブルテレビのインターネット接続で使われてい
るケーブルモデム。テラヨン社製。

iMacのイーサネットポート。イーサネットケーブルでケ
ーブルモデムと接続する。
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DirecPCのベンチマーク結果

CATVを使ったインターネット接続では、イ

ーサネットでコンピュータとケーブルモデムとを

つなぐ。つまり使っているコンピュータにイーサ

ネットポートがなければ、イーサネットカードを

インストールしなければならない。ただしこれは

ウィンドウズマシンの場合だけで、最近のマッキ

ントッシュであればほとんどの機種がイーサネッ

トポートを備えている。

ウィンドウズマシンにイーサネットカードをイ

ンストールする方法はここでは詳しく触れない

が、説明書をよく読めば難しくないはずだ。

イーサネットカードをインストールしたら

TCP/IPの設定を行う。「コントロールパネル」

から「ネットワーク」を選び、「TCP/IP」を選

んで「プロパティ」ボタンを押す。次に「IPア

ドレス」タブで「IPアドレスを自動的に取得」

にしておくだけだ。

マッキントッシュの場合は「コントロールパネ

ル」から「TCP/IP」を選び、図のように「経由

先」を「Ethernet」にして、「設定方法」を

「DHCPサーバを参照」にすればいい。

CATVを使ったインターネット接続サービスの

ほとんどは、DHCPによってIPアドレスが自動

的に割り振られるのでこれらの設定で問題ない

だろう。

入江さん宅では家中にイーサネットのケーブ

ルを張り巡らせている。よって、ケーブルがある

ところならば、コンピュータをつないでどこから

でもインターネットに接続できる。たとえば、ノ

ートパソコンを使えばイーサネットケーブルさえ

あれば場所を選ぶことすらなくなるのだ。しかも

用意する機材はハブ（価格は5000円程度）と

イーサネットケーブルだけで済んでしまう。

うまく配線しておけば、家のどこからでもイン

ターネットに接続できる。お金に余裕があれば

入江さん宅のように家庭内配線にチャレンジし

てみるのもいいだろう。

通信衛星の場合と同様の条件でファイルのダ

ウンロードにかかる時間を測定した。ただし、通

信衛星の場合とは異なるマシンで測定を行った。

ベンチマークを行ったのは、東急ケーブルテレ

ビのインターネット接続サービスとISDNダイア

ルアップ（64Kbps）の2つの方法で、それぞれ

転送にかかる時間を測定し、平均の転送レート

を求めた。

結果としては、東急ケーブルテレビによる転

送では平均233.1Kbpsとなった。東急ケーブル

テレビではセンター側からインターネットへのバ

ックボーンの通信速度が6Mbpsとなっているの

で、事実上最大で通信速度は6Mbpsまでにな

る。とはいうものの、現在1600世帯が東急ケ

ーブルテレビのインターネット接続サービスを利

用しているので、理論的に考えればベンチマー

クの結果はいいほうの部類に入るだろう。また、

ファイルのダウンロードに要した時間は9分強な

ので通信衛星の場合よりは劣るが快適だといえ

る。

このようにCATVインターネットはISDNダイ

アルアップと比較すれば、格段に快適である。

値段も東急ケーブルテレビのように固定料金で

あれば格安だといえる。通信衛星の場合と比較

すると、通信衛星のほうがほぼ一定して理論値

と同等の通信速度になるのに対し、CATVの場

合は同時に同一のサービスを使うユーザー数に

よって通信速度が左右されてしまう。しかし、

バックボーンが十分な速度を保てばそれも解消

されるはずだ。

ウィンドウズのネットワーク設定

ノートパソコンを
イーサネットでつ
ないだ様子。入
江さん宅ではコン
セントにイーサネ
ットの差込口を
設けている。

イーサネットを引けばどこからでもアクセス！
ケーブルモデムを
ハブにつなげば、
複数のコンピュ
ータをイーサネッ
トでつなげる。

マッキントッシュのネットワーク設定

52.96Kbps

233.1KbpsCATV 
インターネット 

転送時間 

ISDN 
（64Kbps） 

10 20 30 40 50 600
（分） 

ネットワークの設定は
意外と簡単

h
TIPS

h
TIPS

検証！ベンチマークでCATVインターネットを斬る
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パーフェクTV！で使われてい

た通信衛星はJCSAT-3のみで、現

在のスカイパーフェクTV！では、

これに加えてJCSAT-4という通信

衛星を使っている。つまりスカイ

パーフェクTV！対応のアンテナは

この2つの通信衛星に対応したも

のとなっている。パーフェクTV！

のみに対応したアンテナは1つの通

信衛星にしか対応していない。前

述のとおり、メガウェーブでは

JCSAT-4を使ってサービスを行っ

ているので、アンテナの向きの違い

からパーフェクTV！との併用はで

きない。したがって、スカイパーフ

ェクTV！に対応したアンテナに取

り換えるのがいいだろう。

また、BS（放送衛星）のアン

テナは通信衛星（CS）のアンテナ

とは形状は似ているもののまったく

異なるものだ。サービスの併用は

もちろんのこと、アンテナのみの流

用もできない。

現在、パーフェクTV！に加入しているのですが、
そのままメガウェーブのサービスを利用でき
ますか？　
また現在BSのテレビ放送を見ているのです
が、このアンテナを使って通信衛星を使ったイ
ンターネット接続サービスを利用できますか？

スカイパーフェクTV！に対応したアン
テナ

残念ながらサービスの利用は

無理だろう。ではなぜ無理なのか。

まずサービスに使われている通信衛

星について考えてみよう。通信衛

星は静止衛星で赤道上3万6000

km上空にある。つまり、日本から

見える静止衛星は少なくとも南側

にある。したがってアンテナは必ず

南向きに設置しな

ければならない。

DirecPCターボイ

ンターネットで使

われるPAS-2は東

経169度、メガウ

ェーブで使われる

JCSAT-4は東経

124度にある。日

本はほぼ東経140

度前後に位置す

るので、日本から

見て前者は南南

東、後者は南南西に見える。した

がってこの方角にアンテナの向きを

合わせる必要がある。これは目安

の方向で、厳密にいえばもっと正

確に方角を合わせなければならな

い。もし、この向きにビルやマンシ

ョンなどの障害物があるようだった

らあきらめたほうがいい。

アンテナを設置できる場所が北向き
だけなのですが大丈夫でしょうか？

ずばり解答！
疑問＆質問[通信衛星編]

現状ではメガウェーブも

DirecPCも個人向けサービスに関

しては、1台のコンピュータでアン

テナに接続する専用のボードと既

存のプロバイダーにダイアルアップ

接続するためのモデム（またはTA）

を組み合わせて利用するようになっ

ている。つまり、このサービスを利

用するためには、上り部分は必ず

モデム（またはTA）を使ったダイ

アルアップ接続でなければならず、

イーサネットによって接続された専

用線やCATVインターネット、ダ

イアルアップルーターといったもの

は利用できない。ただし、これは

個人向けのサービスの話で、非常

に高額な法人向けのサービスなら

ば専用線との併用は可能だ。

通信衛星を使ったインターネット接続サービ
スでは上りに既存のプロバイダーへのダイア
ルアップ接続が必須とありますが、たとえば、
OCNのような専用線接続やCATVインタ
ーネット、あるいはイーサネットでつないだ
ダイアルアップルーターではいけないのでし
ょうか？通信衛星から送られてくる電

波は天候に左右される。テレビ放

送のようなリアルタイムで情報が送

られてくるものは電波の受信状態

がよくないと、データを完全に受信

できずに完全な形で再生できない

（映像が乱れる）ことがある。しか

し、インターネットの多くのアプリ

ケーションは通信中にエラー訂正

を行っており、受け取れなかった

データを再度送るように要求して

完全にデータを受け取るようになっ

ている。したがって、データのダウ

ンロードに時間はかかるが、多少

の天候の荒れによって通信できな

いということはない。ここで多少と

いうのが重要で、やはり電波なの

で天候の荒れがひどいと通信が途

絶えてしまう。

ただし、天候の荒れが少なくて

もストリーミングのようなリアルタ

イムでデータが送られてくるものは

コマ落ちが多くなる場合がある。

理由はテレビ放送の場合と同じだ。

通信衛星を使ったテレビ放送では天候によ
って画像が乱れることがありますが、
インターネット接続サービスの場合は通信が
できなくなることがありますか？

QQ

Q Q

A

A

A

A

日本から見た2つの衛星の位置

東経124度

東経140度

東経169度
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ここまで読んで通信衛星やCATVによるインターネット
接続サービスをすぐにでも導入したいと思った方も多い
だろう。しかし、まだまだ不安を隠せない人もいるはずだ。
そこで、ここでは多くの人がかかえるはずの疑問や質問に
答えてみたい。納得がいけばすぐにでもチャレンジだ。 [CATV編]

プライベートアドレスが割り当

てられるCATVインターネット接続

サービスの場合、利用できるアプ

リケーションは制限される。グロー

バルアドレスが割り当てられる場合

にはこうした制限は特にない。プ

ライベートアドレスの場合、WWW

やFTP、電子メールといった通常

のサービスは問題なく利用できる

が、アプリケーションによってはう

まく動かないか、プロキシーなどの

特殊な設定が必要になる場合があ

る。特にリアルビデオのようなスト

リーミング再生やネットワーク対戦

ゲームなどでこうした問題が多く発

生するので、これらのグローバルア

ドレスが前提のアプリケーションを

使用したいと考えている場合には、

必ず加入前にCATV局に使えるか

どうかを確認して欲しい。

割り当てられるIPアドレスには「グローバ
ルアドレス」と「プライベートアドレス」の2
つがありますが、この2つで使えるアプリケ
ーションに違いはあるのでしょうか？

プロバイダーにモデムやTAで

ダイアルアップ接続していた場合

には問題なく使える。今までのプ

ロバイダーに接続する場合には、

これまでと同じようにダイアルア

ップすればよく、インターネット

との通信はウィンドウズもマッキ

ントッシュもダイアルアップ接続

のほうが優先される。電子メール

の送受信や自分のホームページの

更新などはダイアルアップ接続以

外ではできないプロバイダーも多

いので、電子メールやホームペー

ジをCATVインターネットで提供

されるサービスに変更する場合で

も、電子メールアドレスやURLの

変更の通知が終わるまでは、これ

までのプロバイダーとの契約も残し

ておいたほうがいいだろう。

プロバイダーにダイアルアップル

ーターでつないでいた場合には少々

面倒になる。なぜなら同じLANの

中にダイアルアップルーターとケー

ブルモデムの両方を接続しても正

しく動作しないからだ。したがっ

て、いままでのプロバイダーと

CATVインターネットを使い分ける

には、その都度ダイアルアップルー

ターとケーブルモデムをつなぎなお

して、コンピュータ側のネットワー

クの設定も変更する必要がある。

できれば、ダイアルアップルーター

はあきらめてモデムかTAで接続し

たほうがいいだろう。

今までダイアルアップで接続していた
プロバイダーと併用できますか？

CATVでインターネットに接

続する場合はファイル共有に十分

注意しよう。CATV局の多くは外

部（インターネット）からのファイ

ル共有に関するパケットはフィルタ

ーなどで取り除いているが、CATV

の利用者間では必ずしもその限り

ではない。CATV網に接続してい

るマシンは全体が1つの大きなLAN

のように動作するので、共有設定

しているファイルがま

る見えになってしまう

場合がある。こうし

た問題が起こるかど

うかはCATV局によ

って異なるので、フ

ァイル共有を行って

いる場合にはCATV

局に確認しておこう。

ファイルがCATV網

内のほかの利用者に

見えてしまうCATV

インターネットの場合

には、セキュリティ

ーのことを考えるならファイル共有

は行わないほうがいいだろう。実際

に契約時にそのように指導してい

るCATVもある。どうしてもという

場合には、ファイル共有専用のフ

ォルダーを作ってそれだけを公開す

る程度にとどめておきたい。間違

ってもドライブごと共有したり、ア

クセス権を誰にでも与えないように

注意することが必要だ。

LANを構築してファイルを共有しています。
CATVにつないだ場合、外部のマシンから
ファイルを覗かれてしまうようなことはないの
でしょうか？

多くのCATVインターネット

接続サービスでは、個人向けのサ

ービスの場合はサーバーを外部に公

開することはできない。固有のIP

アドレスを取得して独自のドメイン

名でサーバーを公開できるようなサ

ービスは個人向けには提供せず、

法人向けサービスとして別の料金

体系で提供しているCATVもある。

実際にサーバーを外部に公開し

ようとしても、割り当てられるIP

アドレスがプライベートアドレスの

場合は外部からアクセスできない。

また、グローバルアドレスの場合で

も、ファイアーウォールによって外

部からアクセスを禁止する設定に

なっていたり、サーバーを公開する

ことは契約によって禁止されていた

りする場合もある。多くのCATV

インターネットではCATV側に用意

されたホームページ用のディスクス

ペースが通常の料金に含まれてい

るので、単にホームページを外部に

公開したいだけならば、こうしたサ

ービスを利用すればよい。

自宅のマシンにWWWやFTPのサーバーを
設置して、外部に公開できますか？Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

ファイルを誰にでも見える状態で共有するのは避けよう
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外出先から自宅にダイアルアッ

プ接続して自宅のコンピュータにあ

るデータを取り出す。家で仕事を

している人ならばこのような場面も

多いだろう。もし外出先から自宅

にダイアルアップ接続してインター

ネットに接続できるように、自宅

がインターネットへのゲートウェイ

の役目を果たしてくれるのならば非

常に便利になるはずだ。

電話料金などのコストを考える

と、これを実現するのはCATVイ

ンターネットという選択がベストだ

ということになる。ただし、定額料

金制でなおかつ複数台のコンピュ

ータの接続を許しているCATVイ

ンターネット接続業者と契約して

いる場合に限る。

センター側で通信内容をチェッ

クしているのですぐに発見される

が、この設定を悪用してプロバイ

ダーまがいのことをしてはいけない。

ストリーミングの場合、ユーザ

ーからストリーミングデータを配信

するサーバーにリクエストするデー

タはほとんどなく、ストリーミング

データを配信するサーバーからユー

ザーに対して大量のデータが流れて

くる。つまり、下り部分の回線に

大きな帯域が必要となるわけだ。

このような理由を考えれば、通信

衛星を使ったインターネットサービ

スがもっとも適しているといえる。

しかし、現状ではリアルビデオ

のようなストリーミングコンテンツ

は帯域として128Kbpsあれば十分

だ。これを考えると通信衛星を使

ったインターネット接続サービスで

もCATVでも同じ品質でストリー

ミングを楽しめるはずだ。ただし通

信衛星の場合、悪天候の場合は通

信が途絶えたり、コマ落ちが多く

なったりする場合があるので注意が

必要だ。
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使う部分では上り回線に関しては

一切のトラフィックが発生しないの

で、バックボーンの回線が十分に

提供されていると考えられる。こ

のような状況やベンチマークの結果

から考えると通信衛星を使ったイ

ンターネット接続サービスがこの用

途に向いているはずだ。

ソフトウェアや画像ファイル、ムー

ビーファイルなど大きなデータを一

気にダウンロードしたければ高速な

回線が必要になる。また、数多くの

シェアウェアやフリーソフトウェアな

どをダウンロードするならダウンロ

ード時間が短いほうがいいはずだ。

一般に通信回線が高速であれば

あるほどダウンロードにかかる時間

は短縮される。また状況に左右さ

れずに一定の通信速度を保てるほ

うがダウンロードする時間を短縮で

きるはずだ。

右のグラフを見て欲しい。ベン

チマークの結果からファイルのダウ

ンロードにかかる時間の予想値を

割り出してみた。グラフから通信

衛星インターネットを使った場合

ならば、50Mバイトのファイルも

20分以内でダウンロードできるこ

とがわかる。

CATVインターネット接続サー

ビスも一見高速に見える。しかし、

CATVインターネットの場合、サ

ービスの利用料が定額料金制であ

れば、ユーザーが常時接続してい

ることが多いので、バックボーンの

不十分さから状況によって通信速

度が遅くなることがあるようだ。

通信衛星インターネットの場合

は、上り回線としてプロバイダー

へのダイアルアップ接続が条件なの

で、ユーザーが常時接続している

ことはまれだ。また、通信衛星を

利用方法を考えて
使うサービスを選ぼう

大きなソフトウェアを
ダウンロードするなら通信衛星

ストリーミングをフルに楽しむなら
通信衛星＆CATV

自宅をプライベートゲートウェイに
するならCATV

0

30

60

90

120

150

OCN

ISDN(64K)

CATV

メガウェーブ 
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な通信環境が必要なのでこの点で

もCATV向きだといえる。

さらに、電話料金のことを考え

ると、CATVには一切電話料金が

かからないのが魅力だ。プロバイダ

ーへのダイアルアップ接続の場合、

最近では定額料金制のプロバイダ

ーも多くなり、プロバイダーに支払

う料金を考える必要がなくなって

きた。しかし、電話料金は完全に

従量課金制なのが現状だ。NTTの

テレホーダイを使えば深夜なら定額

料金となるが、使える時間帯が限

定されてしまうという不利な点があ

る。

総合的に見てやはり長時間つな

ぐならばCATVということになるだ

ろう。この利点をいかせば、ほか

にも新しい利用法が考えられるは

ずだ。

チャットやネットワークゲームの

ようなアプリケーションは長時間イ

ンターネットにつないで楽しむもの

だ。このような用途がメインでイン

ターネットを使うならば、コストを

低く抑えられる接続方法がいいは

ずだ。これを考えると長時間まっ

たくコストを気にせず使える「定額

料金制」のCATVインターネット

接続サービスが適している。

チャットの場合にはユーザーがサ

ーバーに接続してチャンネルに参加

していなければチャットの内容を見

られない。そこで、常にチャンネル

に参加しておけば、たとえ席をは

ずしていても過去の会話が見られ

るようになる。これも定額料金制

のCATVインターネット接続サー

ビスだからこそできる技だ。

また、ネットワークゲームは高速

長時間つなぎたいならCATV

高速回線や常時接続が新しい使い方を実現する
限界があるダイアルアップ接続

インターネットに接続するということは、今ま

で個人ユーザーにとってダイアルアップ接続を意

味していた。ダイアルアップ接続は電話回線と

いう日本では非常に高価で極めて低速な回線を

使わなければならない。また、ダイアルアップ接

続は相手が自分に通信したいときにいつもつな

がっているとは限らないという決定的な問題が

あった。

このような問題を解決する手段として、また

インターネット接続の新しい選択肢として通信

衛星やCATVを使ったインターネット接続サー

ビスが登場してきたわけだ。

受信がメインとなる
通信衛星インターネット

通信衛星を使ったインターネット接続サービ

スは、この記事で何度も触れたが、ダイアルア

ップ接続と組み合わせて電話回線の低速性を補

うというサービスだ。そして、通信速度が高速

になるのは下り方向の回線のみという今までに

はない特性を持っている。

このことから通信衛星を使ったインターネッ

ト接続サービスは、ユーザーが「受け手」に徹

して大量のデータを受け取る、上りと下りが極

端に非対称な通信形態となる。つまり、通信衛

星を使ったインターネット接続サービスは通信衛

星の本来の役割と同じようにデータを配信する

というものに近いサービスを提供しているといえ

るだろう。

大規模コンテンツの投入が始まる

この点を狙ってか、NTTサテライトコミュニ

ケーションズでは通信衛星のインターネット接続

サービス利用者に対して自社内にコンテンツサ

ーバーを用意している。このコンテンツサーバー

には、インプレスの「窓の杜」のようなソフトウ

ェアダウンロードサービスや各種ストリーミング

コンテンツがある。そして自社内にサーバーを置

くことで、通信衛星の回線をフルに活かしたサ

ービスを利用者に提供できる。今後はこのよう

な形態をさらに発展させ、高速回線を十分に活

かしたコンテンツ配信のためのホスティングサー

ビスを提供していく考えのようだ。これが実現す

れば、音楽データの販売やストリーミングを使っ

たビデオオンデマンドなども実現できるようにな

るはずだ。

個人が手に入れられる常時接続

CATVを使ったインターネット接続サービスは

通信衛星とはまったく違った可能性を持ってい

る。ダイアルアップ接続の問題点は低速な回線

であることと常時接続でないことを述べたが、そ

の2つを同時に解消してくれるのがCATVインタ

ーネットだ。CATVならば高速な通信環境が上

り下りに関係なく手に入れられる。そして、最

大のメリットとして常時接続が可能になるとい

うことが挙げられる。この2つがもたらす意味は

大きい。双方向で高速な通信ができれば、IPテ

レフォニーやビデオコンファレンスといった技術

が一般家庭に浸透しはじめるだろう。そしてい

つでもつながることによってインターネットの便

利さがさらに増すはずだ。

本格的な動きはこれから

現状では、課金制度やIPアドレスの割り振り

の問題でこのような状況はまだまだ実現されて

はいないが、ビジネスモデルによる定額料金制の

完全な導入やグローバルIPの完全な導入が今後

状況を変えていくだろう。

CATVはこのように日本の情報インフラを格

段に飛躍させる可能性を持っている。岡山県で

はCATVを各家庭の情報インフラとして確立さ

せ、さらにCATV会社同士を高速なバックボー

ン回線で結ぶ計画がある。地域に根ざした

CATVがインターネットの回線となることで、高

速な回線が地方都市から普及する可能性は大き

い。CATV局がインターネットに本腰を入れれ

ば、我々の通信環境は目覚ましく変わるだろう。

通信衛星インターネットもCATVインターネットもどちらも
長所と短所を持っている。それを加味しながら、ここでは利
用目的によってどんなサービスを選んだらいいかを紹介しよ
う。自分がインターネットをどのように使いたいかをよく考
えて、利用すべきサービスを探し出して欲しい。
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